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領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
に
関
す
る
法
律
案

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

外
国
船
舶
の
航
行
方
法
等
（
第
三
条
―
第
七
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
八
条
―
第
十
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
十
一
条
・
第
十
二
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
海
洋
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
我
が
国
の
安
全
を
確
保
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
方
法
、
外
国
船
舶
の
航
行
の
規
制
に
関
す
る
措
置

そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
の
秩
序
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
の

不
審
な
行
動
を
抑
止
し
、
も
っ
て
領
海
等
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

領
海
等

我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
を
い
う
。

二

新
内
水

我
が
国
の
内
水
の
う
ち
、
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
直
線
基
線
に
よ
り
新
た
に
我
が
国
の
内
水
と
な
っ
た
部
分
を
い
う
。

三

外
国
船
舶

船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
船
舶
以
外
の
船
舶
（
軍
艦
及
び

各
国
政
府
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
非
商
業
的
目
的
の
み
に
使
用
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

四

船
長
等

船
長
又
は
船
長
に
代
わ
っ
て
船
舶
を
指
揮
す
る
者
を
い
う
。

五

水
域
施
設

我
が
国
の
港
に
あ
る
泊
地
そ
の
他
の
船
舶
の
停
留
又
は
び
ょ
う
泊
の
用
に
供
す
る
施
設
又
は
場
所
と
し
て

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

六

係
留
施
設

我
が
国
の
港
に
あ
る
岸
壁
そ
の
他
の
船
舶
の
係
留
の
用
に
供
す
る
施
設
又
は
場
所
と
し
て
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

七

水
域
施
設
等

水
域
施
設
又
は
係
留
施
設
を
い
う
。
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第
二
章

外
国
船
舶
の
航
行
方
法
等

（
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
方
法
）

第
三
条

領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
は
、
通
過
（
内
水
に
お
い
て
は
、
新
内
水
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
水
域

施
設
等
と
の
往
来
を
目
的
と
し
て
継
続
的
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条

外
国
船
舶
の
船
長
等
は
、
領
海
等
に
お
い
て
、
当
該
外
国
船
舶
に
次
に
掲
げ
る
行
為
（
以
下
「
停
留
等
」
と
い
う
。

）
を
伴
う
航
行
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
停
留
等
に
つ
い
て
荒
天
、
海
難
そ
の
他
の
危
難
を
避
け
る
場
合
、

人
命
、
他
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
救
助
す
る
場
合
、
海
上
衝
突
予
防
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
そ
の
他
の
法

令
の
規
定
を
遵
守
す
る
場
合
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

停
留
（
水
域
施
設
に
お
け
る
も
の
を
除
く
。
）

二

び
ょ
う
泊
（
水
域
施
設
に
お
け
る
も
の
を
除
く
。
）

三

係
留
（
係
留
施
設
に
す
る
も
の
を
除
く
。
）

四

は
い
か
い
等
（
気
象
、
海
象
、
船
舶
交
通
の
状
況
、
進
路
前
方
の
障
害
物
の
有
無
そ
の
他
周
囲
の
事
情
に
照
ら
し
て
、

船
舶
の
航
行
に
お
い
て
通
常
必
要
な
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
進
路
又
は
速
力
に
よ
る
進
行
を
い
う
。
）
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２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
外
国
船
舶
の
船
長
等
は
、
内
水
（
新
内
水
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
当
該
外

国
船
舶
に
水
域
施
設
等
に
到
着
し
、
又
は
水
域
施
設
等
か
ら
出
発
す
る
た
め
の
航
行
以
外
の
航
行
（
以
下
「
通
過
航
行
」
と

い
う
。
）
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
外
国
船
舶
の
通
報
義
務
）

第
五
条

外
国
船
舶
の
船
長
等
は
、
領
海
等
に
お
い
て
当
該
外
国
船
舶
に
停
留
等
を
さ
せ
、
又
は
内
水
に
お
い
て
当
該
外
国
船

舶
に
通
過
航
行
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
外
国
船

舶
の
名
称
、
船
籍
港
、
停
留
等
又
は
通
過
航
行
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
理
由
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
（
次
項

に
お
い
て
「
通
報
事
項
」
と
い
う
。
）
を
最
寄
り
の
海
上
保
安
庁
の
事
務
所
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
停

留
等
又
は
通
過
航
行
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
理
由
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
急
迫
し
た
危
険
を
避
け
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
外
国
船
舶

の
船
長
等
は
、
当
該
危
険
を
避
け
た
後
直
ち
に
、
通
報
事
項
を
最
寄
り
の
海
上
保
安
庁
の
事
務
所
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
船
舶
の
船
長
等
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
通
報
は
、
当
該
外
国
船
舶
の
所
有
者
又
は
船
長
等

若
し
く
は
所
有
者
の
代
理
人
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
受
け
た
海
上
保
安
庁
の
事
務
所
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
通
報
に
係
る
外
国
船
舶
の
船
長
等
に

対
し
て
、
助
言
又
は
指
導
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
外
国
船
舶
に
対
す
る
立
入
検
査
）

第
六
条

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
領
海
等
に
お
い
て
現
に
停
留
等
を
伴
う
航
行
を
行
っ
て
お
り
、
又
は
内
水
に
お
い
て
現
に
通

過
航
行
を
行
っ
て
い
る
外
国
船
舶
と
思
料
さ
れ
る
船
舶
が
あ
り
、
当
該
停
留
等
又
は
当
該
通
過
航
行
に
つ
い
て
、
前
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
は
そ
の
通
報
の
内
容
に
虚
偽
の
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
疑

い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
周
囲
の
事
情
か
ら
合
理
的
に
判
断
し
て
、
当
該
船
舶
の
船
長
等
が
第
四
条
の
規

定
に
違
反
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
当
該
船
舶
が
当
該
停
留
等

を
伴
う
航
行
又
は
当
該
通
過
航
行
を
行
っ
て
い
る
理
由
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
海
上
保
安
官
に
、
当

該
船
舶
に
立
ち
入
り
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
当
該
船
舶
の
乗
組
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
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と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
す
る
海
上
保
安
官
は
、
制
服
を
着
用
し
、
又
は
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、

か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
外
国
船
舶
に
対
す
る
退
去
命
令
）

第
七
条

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
結
果
、
当
該
船
舶
の
船
長
等
が
第
四
条
の
規
定
に

違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
船
長
等
に
対
し
、
当
該
船
舶
を
領
海
等
か
ら
退
去
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
三
章

雑
則

（
権
限
の
委
任
）

第
八
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
海
上
保
安
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）
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第
九
条

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
章
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

（
国
際
約
束
の
誠
実
な
履
行
）

第
十
条

こ
の
法
律
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
誠
実
な
履
行
を
妨
げ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

罰
則

第
十
一
条

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
船
長
等
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
二
条

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し

て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
海
事
代
理
士
法
の
一
部
改
正
）
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２

海
事
代
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中
第
十
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

号
）

別
表
第
二
中
第
八
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
六
号
の
二
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
を
第
九
号

と
し
、
第
五
号
の
三
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
の
二
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、

第
三
号
の
二
を
第
四
号
と
す
る
。

（
海
上
運
送
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
船
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

３

海
上
運
送
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
船
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
九
条
中
「
新
海
事
代
理
士
法
別
表
第
二
第
三
号
の
二
若
し
く
は
第
五
号
の
三
に
掲
げ
る
法
律
」
を
「
新
船
員
職

業
安
定
法
若
し
く
は
新
内
航
海
運
業
法
」
に
改
め
る
。
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理

由

我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
の
秩
序
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
の
不
審
な
行
動
を
抑
止
す
る
た
め

、
領
海
及
び
内
水
に
お
け
る
外
国
船
舶
に
よ
る
正
当
な
理
由
が
な
い
停
留
等
を
伴
う
航
行
等
の
禁
止
、
こ
れ
に
違
反
す
る
航
行

を
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
外
国
船
舶
に
対
す
る
退
去
命
令
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法

律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


